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Abstract: Participated to publish the results obtained in the Grant-in-Aid for Scientific Research 
(C) 17K00675 adopted in 2017 fiscal year. In this research, efforts were made to elucidate the 
melting mechanism of biomass solid fuel combustion ash, suppress melting, and improve the 
production capacity of small-diameter Bio-Coke. At this international conference, a poster 
presentation entitled "Study on Improvement of Productivity of Biomass Solid Fuel and Clinker 
Formation Mechanism" was given. This report is this participation report. 
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１．はじめに 
平成29年度採択となった科研費研究17K00675で得

られた成果の公表のため参加し，「Study on Improvement 

of Productivity of Biomass Solid Fuel and Clinker Formation 

Mechanism」と題して，バイオマス固形燃料燃焼灰の溶

融化メカニズムの解明，溶融化の抑制，そして燃焼灰

の有効利用を目的として実施した小径バイオコークス

の製造能力向上の取り組みについて平成元（2019）年8

月 26 日（月）にポスター発表をおこなった（Fig. 1）．

この国際会議では，バイオマス燃料やエネルギー利用

の各分野から厳選された報告によるワークショップ形

式のコンパクトな運営がなされていた． 

 

２．国際会議「13th World Congress on Biofuels and 
Bioenergy」について 

バイオマス固体燃料燃焼の溶融灰形成の課題解決に

関わる国外の動向として，木質ペレット焚き小型燃焼

機器の生産規模と利用規模が世界で最も大きいオース

トリアにおいて，欧州第7次研究枠組み計画（FP7）の

下で実施された AshMelt プロジェクトがあった[1]．こ

れは，溶融灰が形成される場合の実機への影響度の調

査と評価方法の開発が行われたものであるが，学術論

文ではなく欧州地域で開催される国際会議などで少し

ずつ情報開示が進められており，国際規格化への影響

が無視できない．併せて，木質バイオマス関連機器の

技術開発やその燃料規格化で世界をリードしている欧

州産業界の動向も欧州地域開催の国際会議で多数報告

されている．特に，オーストリアで開催される国際会

議では，企業による製品展示や技術紹介が併設される

場合が多い．このため，欧州地域での継続的な学会成

果発表・調査は，本研究の方向性に反映し，微調整を

加えながら進展させることにたいへん重要であった． 

会期： 令和元（2019）年8月26日（月）－27日（火） 

場所： Mercure Hotel Westbahnhof, Vienna, Austria 

主催： Conference Series LLC LTD 

 

３．本研究発表における主な質疑応答の例 
本研究発表における質疑応答において，下記のよう

な意見交換をすることができた（Fig. 2）．これらは，今

後の位置付けの確認にたいへん有益であった． 

Q1：なぜ原料にペレットを使用したのか？燃料とし

ての存在意義を考えたときに，二重にエネルギーを投

入して生産することは，不合理ではないか？ 

A1：この方式で量産化を目指すものではなく，あく

まで研究用の生産プロセスとしている．この研究の本

質的な目的は燃焼灰の溶融化メカニズムの解明，抑制，
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そして有効利用であるが，現在のステージでは，ペレ

ットとの混焼を進めている．その際に燃料の組成や発

熱量を同一にする必要性から，混焼するペレットを原

料としている． 

Q2：近年注目されている半炭化ペレットとの違いが

分からない．何が異なるのか？また，バイオコークス

化するメリットは何か？ 

A2：半炭化ペレットとの違いは，処理温度の低さと

高圧縮にある．ヘミセルロースとリグニンは軟化する

が揮発性成分が気化しない低温で高圧縮することで，

総エネルギー量を保持しながら原料の真比重近くまで

みかけ比重を高めることができる．一方，半炭化燃料

は，揮発性成分を失うことで総エネルギー量を 20%程

度失うが，バイオコークス化によりエネルギー密度を

30%程度向上させることができる．バイオコークスは，

燃焼状態下の高硬度が必要とされる石炭コークス代替

を目的として開発された．この性質は，燃料中に燃料

内部への酸素供給が制限されることで実現される．燃

焼温度が高いと，燃焼後の燃焼灰の溶融化が進行する．

バイオコークスは，溶融化温度に到達しない状態で燃

焼することから，燃焼灰生成の抑制に効果があると考

えている． 

Q3：エネルギー利用率が悪いとのことだが，どうい

うことか？ 

A3：この研究で製造している小径サイズのバイオコ

ークスに限ったことである．オリジナルの直径が太い

バイオコークス製造のエネルギー利用率は，木質ペレ

ットと同等程度で，既に連続製造による商業プラント

が稼働している．本研究で使用している製造プロセス

がバッチ式であることも大きな理由のひとつである．

製造エネルギーのほとんどが加熱に要するものである

が，成型するバイオコークスに対する鋼製成型器の熱

容量比がかなり大きく，エネルギーが無駄に使用され

ている現状である．この熱容量比を改善しながら，小

径サイズの連続製造方法を考え出す必要がある． 

Q4：経済的に成り立つのか？ 

A4：石炭コークス代替を目的としたオリジナルのバ

イオコークスは，石炭コークスの価格が高騰している

こともあって，一部で商業プラントが稼働している．

しかし，単純な熱利用を目的とする燃料としての経済

性は，現状では難しい． 

Q5：燃料として流通する可能性はあるのか？ 

Q5：現在 ISO の委員会で，熱処理･圧密化バイオマ

ス燃料としての標準化が検討されているところです．

理由は不明ですが，半炭化燃料と同じカテゴリに整理

されると聞いています． 

４．おわりに 
同じ分野の研究者の研究内容や事業者の事業内容･

課題に対する討論の中から，研究の発展に活用できる

と思われるアイディアをいくつか思いついたため，今

後活かしたいと考えている． 
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Fig. 1 Poster used for presentation 

Fig. 2 Example of photos during Q & A 
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